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 そこで、分子内酸素求核種として、メトキシ基のパラ位側鎖末端にアルコールを有するフェニルエーテル類に対し、



























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年、超原子価ヨウ素反応剤を用いて、フェノール類の酸化反応やフェニルエーテル類の酸化反応が研究されるよ
うになり、芳香環へ求核種を導入する反応が開発されている。これまで炭素、窒素、硫黄求核種を用いた分子内環化
等は報告されているが、酸素求核種の導入についてはほとんど検討されていない。このような背景下、畑さんは超原
子価ヨウ素反応剤を用いたフェノール類への酸素求核種導入反応の開発並びにヘテロポリ酸の組み合わせによるフ
ェノールより取り扱いの容易なフェニルエーテル類からのスピロジエノン型化合物合成の拡張を行った。その結果、
メトキシ基のパラ位側鎖末端にアルコールを有するフェニルエーテル類をヘキサフルオロイソプロパノール中MK10
を添加して、超原子価ヨウ素反応剤 PhI(OCOCF3）2 を反応させると、芳香環に直接酸素求核種が導入出来、この反
応がクロマン合成に有用な事を明らかにした。また、MK10 の代わりにヘテロポリ酸を用いると、スピロジエノン体
が得られることを見出した。他に末端にアルコール以外に、カルボン酸、アルデヒド等を側鎖末端に有するフェニル
エーテル類の反応にも応用した。 
 以下の成果は、博士（薬学）の学位論文に価するものと認める。 
